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大分市教育委員会
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■

府内には中国人が住む庸人町がありました｡大友宗麟の時代以

前から､大友氏はI+1国や朝鮮半島との貿易を磯んに行っていまし

た。１５４５年､中国船に同乗してポルトガル商人が府内を訪れ、

１５５１年にはポルトガル船が直接来航しました。このポルトガル

人との貿易を南蛮貿易と呼びます｡ポルトガル船は府内に数回に

わたって来航したことが記録の''１で確認できます。

）

南蛮貿易で運ばれた主な品々
ふいと しようせき 畠ら曙ｔ,めん

輸入肺／生糸･絹織物･鉄砲･硝石･砂糖･薬品･ガラス製品･望遠鏡･眼鏡･時計･ワイン･インド産更紗･木綿･水銀･鉛.砂H寺計.革製品
企やら こうぼく

菓子などのピン詰・伽羅などの香木類･コショウ
いおうし幸とさしもの

輸出A1}／銀･硫黄･刀剣･海産物(フカヒレなど)･漆器･指物類･着物･木彫りの細工物

かなんさんさいち』ｂうからんごじこ

巾lEl／ぎＩＥ南三彩貼花文五耳壷

日本に入って
しっくい

ガラスエ芸･漆喰･鉄砲･）

天文学･医学･航海術･西〉

日本語

一 一一

せいかびん

II1IIiI／IIi花瓶

こくゆうとうささんじこ

ミャンマーー／黒利I陶器三耳噸

一一

わ ん ど ら び ん し ょ く 超 $ ､

111庇l／碗･'Ⅲ･瓶･燭台の磁器

鯵
やさしめとうきしじこ てつえごうすふた

タイ／焼締陶器Iﾉﾘ耳斑タイ／鉄絵含子監

ちょうどうへL’

ベトナム／長11M瓶

ブランコ･ビスケット･ボタン･キャラメル･カルタ･カッパ･コンペイトウ･チャルメラ･コップ･ジョウロ･オルガン･パン･シャボン｡タバコ

大分方言になったポルトガル語
ばっぽ(蒸かし鰻頭）ぼ－ぶら(かぼちゃ）

府内の町の発掘品は､国際色豊かな内容をもち､南蛮貿易都
けいと<

市として繁栄した往時の華やかさを伝えています｡''１国景徳
ちん

鎮で焼かれた碗などの逸品のほか､タイやべI､ナムをはじめ

とする東南アジア産の壷類には､当時貴重であった砂糖･火薬
しようせ き

の原料となる硝石などが詰められ輸入されたと考えられます。
かなんさんＳＬ，

に'｡国南部で製作された華南三彩とよばれる緑･紫･黄色の三色

で彩られた色鮮やかな陶器は､豊後府内を象徴する品です。
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チェンバ ロ

青花瓶／碗･皿･瓶･燭台の磁器／黒職陶器三耳壷／焼締陶器四耳壷／フランキ砲｢複製｣／火剃銃／チエンバロ｢復元』／オリテリウス｢束インド図｣(大分市教育委員会）

華南三彩貼花文五耳壷(勝光寺）鉄絵合子蓋／長胴瓶(大分県教育庁埋蔵文化財センター）コンペイトウ(江後迫子）
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国宝上杉本洛中洛外図解風(米沢市上杉博物館）

Fｄ
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よみ力葱える宗麟の町
今から、Iﾉ['百数十年前の戦国時代、

大友氏は､大分川河口左岸､現在の元

町から長浜川にかけて南北約２．２km、

東西約0.7kmの範囲に広がる｢府内の川」

をつくりました｡今､長い時を超えて

その姿がよみがえろうとしています。

府内の川は､南北に４本、これと交

差する束1凡iに５本の道路によって格

子状に|ﾒ、され､大友館を中心にして

万寿寺など多くの寺社が建てられ､道

路に沿って4Oあまりの町がありました。

また､町の西側には教会や病院､コレ

ジオといった､西洋文化の香りをにじ

ませた一iIIIiもあり府内の町を特徴づ

けるものです。この町は､戦国時代の
ら<ちゅうらくがい‘びょうぶ

〕j〔部を柵いた洛''1洛外図解風の様子

とよく似ているといわれています。
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府内11f絵似I現ｲi：伝わっている同類の絵岡の!|Iで雌もIliい絵似lです｡発掘状況などから､烏津
氏による府内役攻痕前の町の様ｆを柵いたものと痔えられます。
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南蛮属風(神戸市立1W物館）
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キリスト教とともに､西洋音楽･医学などの南蛮文化が､日本でいち早く

もたらされました。

府内の町は､当時の京都を描いた洛中洛外図房風に近い姿であったと

考えられます｡大友館も伝統的な室町将軍邸を模したものであったよ

うです。

南蛮解風(南蛮船出航部分）

発掘された品々は国際色豊かな内容で､西洋･東南アジア･中国など

との貿易･交流の歴史を物語り､繁栄した往時の華やかさを伝えて

います。

南蛮扉風(キリスト教会部分）
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この図は建古絵図･明治期の地流図などをもとに当時の府内の様子を想像したものです。
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現在の顕徳町周辺と大友館跡の推定瞳囲

／

大
友
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跡
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姿
が
し
だ
い
に
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た

一

発 掘 体 感

５

大分市教育委典会では､平成１０年(1998)より、戦国時代に北部九州６ヶ

|玉Iを支配した大友氏の館跡の発掘調査を行っています｡その結果､館はお

よそ約２００ｍlﾉLl方という広大な而積をもち､Ｉｉ大な庭園や主殿などの施設

があり、戦国大病の館としては全国ﾙ#指の規模であったことが､しだいに

|ﾘlらかになってきています。

現 地 説明会
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築地塀の基礎の跡

匿一L-,-､ー凸三二ふ＝盃弔､ロー←･〆干立一ニーョー

画呈

‐鱈,爵由佳巳上p夕

ついじぺぃ

北を囲む築地塀跡
砂と粘土を交互に積み上げ､両側に満を掘っています。

『
垂

南北道路跡
館跡の正面(東側)では､南北方向に幅約１１ｍの道路が見つかってお

り､当時のメインストリートと考えられます。

館跡からは

どんなモノが

見つかったの

震-腰

かわらけ／花入れと叢道具／玉砂利(大分市教育委員会】

でしょう！

館跡からは､茶道具､海外から輸入された陶磁器、

京都のものを模したかわらけ(素焼きの土器)など、

様々な遺物が発見されました｡当時､宗麟は茶の湯

を愛好しており､高価な茶器を所蔵していた記録

も残されています｡また､大里のかわらけは､館の
ざ牡いぎし護茨んかい

庭園跡
館跡の南東部分にあり、水をたたえた池庭と考えられます｡池の

広さは東西約６６ｍ､南北１６ｍ以上で､まわりに玉砂利を敷き､庭
吋いせ粂

石(景石)をならべた様子がうかがえます。
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中で京都と同じ武家の儀礼､儀式､宴会がおこなわ

戸
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れていたことを物語っています。
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主殿(中心建物)の基礎
大きな建物の柱を支える基礎

となる石(礎石)を安定させる
ねじめいし

ための根締石が現れました。
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かわらけ(鰯式の際に涌器などとして使用】



国指定史跡

大友館跡整備のｲﾒｰｰｼﾞ
大友館跡を中心とする大友氏遺跡は､西洋･東南アジア･中国な

ど､海外との広いつながりを示す日本の戦国時代を代表する歴史

遺産です｡大分駅周辺総合整備事業と合わせて今後整備を行うこ

とにより、大分市が全国に発信できる新たな魅力とシンボルにな

り得るものと考えています。



史跡の保存整備のあり方には､さまざまな方法が考えられ

ます｡このイメージ図は､主殿･庭園･正門など､館の中心施設

を立体的に復原し､他の施設はその位置を平面的に表してみ

ました。

なお､この図は、これまでの発掘調査の成果や戦国時代の
びょうぶ

京都を描いた扉風の中の室'111.将軍邸などを参考にしてイメ

ージしたものにすぎません。

■
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ｒ
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今後の整備のあり方や活用については､発掘調査などのデ
§、

戸＝

メグＺ
グ



こ上

羽根突きや独楽'１１’

府内の町のくらしとにぎわい
昼画公

犬形土製品

〈
発掘調査では､当時のくらしを物語る数多くの遺物が出土しています。

ｒｌ

記録によると､府内の町は約5噸000軒の家屋が軒を連ねていたとあり､当時としては日本有数の都市でした｡夏には民衆の
ぎおん

一大イベントである祇園の祭りが盛大に催され､大変なにぎわいであったと記されています。

しを ロロ

ると､府内 ００軒の家屋５ り、当時としてＩ

ン卜である Ｗごあつ 、

とりべ･はさみ／鋤･鍬／丸包丁／分銅／サイコロ／独楽／将棋の駒／石組み井戸／礎石を使用した町屋跡／猿形木製品／猿形土製品／懸仏／持念仏／地蔵菩薩像／犬形土製品／牛の頭骨／貝顛

９

一
間
人
と
職
人

遊びに関わるもの

ふ ん ど う て ん び ん かじ とりべ乙

辿跡からは商人が商いをするときに使った分銅や天秤などのほか､鍛冷職人のｲfｲl§を示す､収瓶･111
つ１，ｒ

渦も出土しています。

＃

独

地蔵菩薩像

噸
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将棋の駒

居=.ー
ず醤くわ

鉄製の甑ｊ･鍬分鋲

木の枝を使用する玉ころがし】

猿形木製品

際剛斌

Ｈ２うＩＺ上うえ

ごろくなどを楽し

の町跡からも独楽．

､

Ｐ

三
色

。

や冬か

た。紙|刺祭では

f】

府内には祇陳l宮(弥栄神社)の祇園祭と111原(作原)八幡寓の放化会という一二つの大きな祭りがありまし
bうす雌ら

い｣や祈りに関わる遺物も数多く出土しており、町人に広く流行していたようです。

山車がメインストリートに繰出し､大いに賑わっていたことを記録から知ることができます。また、 さまざまな「まじな

＆bｄ



礎石を使用した町屋跡(桜町跡）

雪(大分県

悪達ノ．…″

石組み井戸跡(林小路町跡）

可

IIiI宝上杉水洛''1洛外図脈瓜

戦lIil時代の京都を州いたノル風の一柵で､町人の

くらしのHf~fがいきいきと拙かれています｡お

そらく〃Ｍもこのようなくらしぶりであったと

想像されます。

食

グー

住
ま
い

’
１

間１１が狭く、奥に長い住まいが一般的な町人の住AI；

の形でした。前の部分をお店に使川し、奥には井ノ『

などがあることから、生活する場であったと拷えら

れます｡

ｈ

心

~

～JＬｆＷ

アワビ･サザエ･ハマグリ・アサリ・ヤサラなどの貝顛､マグロ・タイなどの魚蚊､ウシ･イノシシ･シカ･犬･jMi

嬢スッポンなど当時食べられた旦殻や竹が発掘調査で兄つかっています｡また､食!iiを飾った食器(撫）
１２１－
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可

屋睡今

内南蛮文化の るまち。上

､119,

力 肘軸

雨

陛

・

胴

ヨI砦

服

椿_Ｉ
』他

西洋医術発祥記念像(遊歩公園）聖フランシスコ･ザヴイエル像(神戸市立博物館）

キリシタンのものと考えられる墓 メダイ／コンタ／キリシタン墓(大分県教育庁埋蔵文化財センター）

の州きをうけて府内を訪れました｡ｲ|j教を許されたザヴイエルは１５５６年(弘治2)の牌れ､ルイス･アルメイダは､府内の町
二ケjlほど滞在し､インドのゴアにもどりますが､これをきっかに'二1本初の|ﾉLi洋式ﾙii院(府内病院)を建てました｡アルメイ
けに府内に宣教師が訪れキリスト教布教の拠点のひとつとなり､｡…｡ダは､ポルトガルで医術を学んだのち､商人に砿身しアジア
Ixi洋音楽･医術･演劇などがもたらされることになりました｡ま,た、 との貿易で成功します｡’1本に来てイエズス会に入り、布教

1581年(天正9)にはｺﾚジｵ伴腕)がl淵校されました。『の一環としてI燭織"を使腫的に進めました｡瓶院では､Ｗ科､皮府科などの治様のほか簡単な外科乎術がおこなわれ：

９たことから､蝋後府|人lはIxi洋医術発祥の地といわれています。
■ 病院は､京都や堺あたりまで非常に評判となり、ポルトガル

発掘されたキリシタン関連の品々ｚ船員や関iILi方,mからも忠者がやってきました。

ー里

』
■

や

藤雰〒~＝一一 ■ロザリオ(現在のもの）

二

琴雨雪壷幽

]ｌ５５Ｈ年
ザヴイエル府内を訪れる

脂56年
西洋医術の始まりフランシスコ･ザヴィエル（１５０６－１５５２)は､スペイン人でイ

エズス会の寅教師でした。１５４９年(天文１８)キリスト教を伝える

ため来｢Ｉしました｡鹿児脇．Ｗ『･舟〔部を経てIllliに洲ｲI2IlI､ボ賊

館東南の町跡から出土）
-塁露聯Ｊ

ヨ

●Ｉ

き

た力つ唾じよう

大阪府高槻城跡で発見さ’ロ

れたキリシタン墓に非常一
ｔ』つかん嘘

に似た木棺墓です｡I宛を

十字に組み､横たわった

．姿で埋葬されています。

他の場所でもロザリオの

一部であるメダイやコン

タなどキリシタン関連の

遺構や遺物が出土してい

ます。

１１

‘難１…

凸■
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委員会）

府内の町を彩ったのはキリスト教でした｡フランシスコ･ザヴイエルは約２ケ月布教した後､府内からインドへ旅立ちまし
せんきょうし

たが､翌1552年ガゴ神父一行が到着し､以後府内には宣教師が常駐するようになりました。
ばん

宗麟はガゴ神父に教会用の敷地を与え､1553年､府内教会が建てられました｡教会では各種の儀式や行事にオルガンの伴
そう

奏で聖歌が歌われたり､聖書に題材をとった物語劇が演じられました｡また祈りの時間に鐘が鳴らされるなど､府内Iま南蛮

文化の香りがただようまちでした。

リスト教でした｡フランシⅢ

ゴ神父一 《 るようになりに は、

神 教会用の 地を与え、 1553年､府内 てられました｡教会では や行事にオル

した｡また祈りの時間に されるなど､府
引
呂
両 わ たり、

ようま

#惑巽"』

西洋音楽発祥記念碑(県庁前広場） 天正措欧使節肖像画(京都大学附屈図書館】

蕪

府内の聖歌隊の結成

１５５７年(弘治３)、府|ﾉ1教会で復活祭の聖迦のとき、府内の

キリシタンによる二つの１W』敬隊がオルガンの伴奏で茂美歌

を歌いました。これが､’1本人による初めてのＩｊＷ洋荷楽の演

携といわれています｡また、１５６９年(永禄4)、修道|:サンチェ

スは１５人の少年に歌とヴィオラ(弦楽器の一稲)を教え､翌年

のｇｊｊには宗麟が教会を訪れたときに波奏しました。

1２

じゅんさっし

１５８２イド(天正１０)２ｊ１、イエズス会巡察帥ヴァリニャー
ら筋わ

ノの1ﾐ導で､|ﾉﾄ束マンショ(ｲi上)･干々 イiミケル(左上)･ルヌ

マルチノ(/,２下)・Il1浦ジュリアン(ｲｉド)の４人の少年がキ

リシタン大宿である大友氏･イi馬氏･大村氏の名代として

ローマに派辿されました｡彼らは腿lIMiを出航して､約３年

余りのｲ|リlを経た後､１５８５年(犬l［１３)３ｊ１､ローマに満き、
え．,けん

教!;Lグレゴリウス１３世に謁jmLしました｡彼らはヨーロッパ

各地で歓待され､キリスト教についてだけではなく、lJIi洋

宵楽や印１Ｍ技術も学びました。しかし、１５９０年(天正１８)、

８年あまりにわたる長旅から州IIilした’|本では､豊臣秀ｉｉｉ

による1.〔教師の国外追放令がＩｌＩされたあとで､４人の知織

は｜一分に派されませんでした。
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このころ義鎮は、 剃髪し宗麟と号す

た時代

r、

詞事ともよしあ き お だ の ぷ 葱 が と よ と み ひ で よ し と く 力 わ い え や 盲 て ん かびと

大友宗義は､1530年(享禄３)に20代大友義鐙の長男として生まれました｡織田信長や豊臣秀吉､徳J1I家康らの天下人とほ

ぼ同世代の人です｡宗麟が活躍した１６世紀後半､日本では大名､中小武士たちが入り乱れて戦い､まさに弱肉強食の戦国時

代でした。

海外に目を移せば､中国商人たちが､日本の銀を求めて､生糸や絹織物､陶磁器などを持ち込んできました｡また､東南アジ

アのマラッカに進韻していたポルトガル人も日本との貿易に参入し､海を舞台に､ポルトガル･中国､そして日本の人々が

露罰していました。

よしとく

吉､徳

出してい に参

織田信長像(神戸市立博物館）豊臣秀吉像(大阪市立美術館）亜要文化財絹本著色毛利元就像(山口市･豊栄神社／写真山口県立山口博物館）島測凝弘画像(尚古集成館）大友宗麟画像(瑞峯院）

１３

詞１５５０二階崩れの変で大友義鑑識書される大友義鎮(宗麟)家督を継ぐ戦
国
時
代

IIJ‘とく よＬＬけ

1550年(天文１９)、２１歳で家将を継いだ大友義錘こと求麟は､父義艦から受け継

いだ蝦後･肥後に加え、１５５４年(天文23)に肥前､１５５９年(永禄２）には筑前.筑後．
Ｌ０３こし&： たん鯉Ｌｏ

豊前の北部ﾉL州６１玉Iの守護11脳をＦに入れ､九州探迦にも任じられました｡領IIilを脳
もうりりゅうぞ勅しＬ土づ はけん

大させた水麟は､毛利氏･龍進.ﾉｒ氏．,l;＃洋氏らとノL州の),W権をめぐる戦いをくりひ

ろげる一方､ポルトガルやllIlIilなどとの外|玉|貿易を械慨的に進めました。

１５５１年(天文２０)には､フランシスコ.ザヴィエノレを府内に招き、キリス|､教の(,ｒ

教を許IiIし､､卿嘆く保護しました｡府|ﾉﾘは国内雄大のｲI『教拠点となりました。

大友宗麟(1530~1587）

1５５１

１５５９

１５６３

１５７８

ポルトガル船初来航

島津義弘
(１５３５～１６１９）

,ザヴィエル府内に来る ﾉ向

毛利元就
(１４９７～１５７１）

Z＆

義鎮､北部九州６ケ国の守護職となる 〃，

豊匝秀Ｉ１ｆ
(1537～1598）
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表紙写真
こつじさんらんで咽つぞつけt』んわん

紅地金禍Ｉ手宝相華文碗(根津美術館）
II1IIil明代に賊徳製燃で焼かれ､外面に赤の袖錨を施し､絵桶の塩棚

概IflYI文は命補によって術かれています｡IIil槻の碗の破片が'11万が
峠のⅢ１１跡から1111:しており慨後府内の111隙11|iを刈､iける逸肺です。

南蛮解風(神戸市立iW物館）

裏表紙写典
がち寝うまきえらでんようひつ

花鳥蒔絵螺多田洋梱(大分市教育委員会）
'ｌｉ時､１１本からヨーロッパへ輸州されていたI:蕊砧の代炎です｡照
漆塗りを鵬珊に金銀のＷｆ絵や螺畑技法を駆使したもので､ポルト
ガル人の好みに合わせたil§文品であり､I付蛮雛器と呼ばれています。

③本パンフレットの作成にあたり､次の機関及び各位から多大なご‘協力を賜りました｡厚くお礼申し上げます。

大分県教育庁文化課､大分県教育庁埋蔵文化財センター､米沢市上杉博物館､神戸市立博物館

京都大学附属図書館､勝光寺､根津美術館､大阪市立美術館､山口県立山口博物館､豊栄神社

尚古集成館､瑞峯院､大分市立上野ケ丘中学校､江後辿子(順不同.敬称略）

よみがえる大友館と南蛮都市編集･発行／大分市教育委典会文化財課
印刷／械火印刷紙工株式会社

発行||／､ド成１８年３月
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